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	レチノール結合タンパク質5（RBP5）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、腎臓と肝臓で高発現する細胞性レチノール結合タンパク質です。肝細胞癌におけるこのタンパク質のダウンレギュレーションは、腫瘍サイズの増大と患者の生存率の低下と関連していました。[RefSeq提供、2016年7月],ドメイン：内部に疎水性リガンドを収容するβバレル構造を形成する。,機能：レチノールの細胞内輸送。,類似性：カリシンスーパーファミリーに属する。脂肪酸結合タンパク質（FABP）ファミリー。,組織特異性：成人の腎臓と肝臓で高い発現を示し、成人および胎児の脾臓、成人のリンパ節と虫垂、胎児の肝臓と腎臓では発現が低い。肝細胞癌組織では（タンパク質レベルで）著しく減少している。,
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	CRBP III抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CRBP III抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

